
 
  

６０ ９０ ※好評につき追加募集します。 



 
テーマ・講 師・内 容 

5月21日
（土） 

 
13：00 
～ 

14：30 

キノコの世界 県立広島大学 
学長 森永 力 

きのこは山の掃除人と言われるように、山の維持管理には欠かせない微生物です。きの
この仲間には、マツタケのように生きた植物の根と共生しているものや、朽木のように
死んだものに生育するものがあります。日本では、約 3,000種類のきのこが図鑑に載っ
ていますが、いろいろなきのこをスライドを使って、その生理や生態について解説しま
す。 

6月25日
（土） 

 
13：00 
～ 

14：30 

マツタケの世界 県立広島大学 
学長 森永 力 

きのこの王様は、なんといってもマツタケでしょう。マツタケはご存じのように、
生きた松の根と共生しています。マツタケは今年も不作でした。奈良時代には、マ
ツタケは貴重なものとして朝廷に献上したと万葉集に書かれています。演者の子供
頃には、飽きるほど食した思い出があります。演者が 40年にわたり研究してきた結
果をお話します。 

7月16日
（土） 

 
13：00 
～ 

14：30 

発酵食品の世界 県立広島大学 
学長 森永 力 

世界で一番硬い食べ物はなんでしょうか。それは鰹節です。鰹節はカビの力で水分
を取り除いた立派な発酵食品の一つです。いろいろな発酵食品を作るうえでの、微
生物の働きについて、解説したいと思っています。欧米に比べてコロナ感染者数が
東南アジアで少ないのは、東南アジアの人々は様々な発酵食品を食べているからだ
という人もいます。 

8月20日
（土） 

 
13：00 
～ 

14：30 

環境浄化と微生物 県立広島大学 
学長 森永 力 

約 45億年前に地球が誕生しましたが、その頃の地球は、活発な火山活動により CO2
やメタンガスに覆われていました。その地球が今日のように、人間をはじめとする
動植物が棲めるようにしたのは、35億年前に出てきたシアノバクテリアやそれ以降
の細菌などの微生物です。これまでの環境浄化に多大な貢献をしてきた微生物の役
割について解説します。 

 
 

申込・受講にあたってのお願い  
 
（１）申込締切後，メールで受講料振込案内・受講案内をお送りします。 

必ず，パソコンからのメール（@pu-hiroshima.ac.jp）を受信できるようにしておいてくだ
さい。また，添付ファイル付きのメールを受信拒否しないようにしてください。 
 

（２）受講案内を受け取ったら，受取確認のメールを返信してください。申込締切後に受講案内が
届かない場合は，お問い合わせください。 

 
 


